るれば なり。 われ 先づ 去る、 去る 時 語な く、 無限の 情 

あり。 

其 六 海 浴 

酒に あらず、 色に あらず、 人生 憂 を 鎖す るの 途、 豈 

少な からん や。 炎熱 焦く が 如く 樹葉 皆な 下垂す るの 時、 

海に 下りて 衣 を 脱すれば 涼気 先づ 来る。 浪 高く 小 砂 を 

たち ま 

転じ、 忽ち 捲いて 忽ち 落つ、 之れ を 見て 快 意 そ、 V ろに 

生じ、 身 を 飜 して 浪 上に のぼれば、 自 から 虚 舟の 思 

あり。 手を抜いて 鉢 を 進む るに 心 甚だ 壮な リ。 濤 声う 



彼 は 西より 来り、 我 は 東より せん、 相 見る 時、 情^ 何。 

われ 尤も 之 を 憶 ふ。 

之 を 憶 ふに、 一 は 悲しく、 一 は 楽し、 「悲 楽」 本来 何 

ほしい ま さくに ふ 

者ぞ。 縦 に 我が 心 胸に 鑿 入して、 わが 「意志」 の 命 

を ffl: 力す 

其 九 晚食 

詩 客 元来 淡 菜 を 愛す。 酢味糟 あらば、 と吟 じたる 俳 

客の 意、 自 から 分明な り。 爰に 鮮魚 あり、 又た 鮮蔬ぁ 

り、 都 城の 豊肉何 ぞ思ひ 願 ふこと を 要せむ。 巿ケ 谷の 



詩人、 今 如何。 ニニ 籟」 紙面の 趣味、 之 を 此の 清 淡に 比 

して 如何。 

其 十 漁獲 

そん あう がう /\ 

今朝、 漁師 急馳 して 海に 出で、 村 媼囂々 として 漁獲 

ひる か へ もた 

を 論ず。 午 を 過ぐ る 頃、 先づ 回る の 船 は 吉報 を 齎らし 

来る。 之に 次ぐ もの は 鰹 魚 を 積んで 帰り、 村 中の 老弱 

海浜に 鳩 まる。 此日は 之れ 当年 第一 の 夏 漁、 頓て 見る 

村童 頻々 として 来往 し、 人々 一 尾を携 へざる なく、 家々 

鮮肉 を 味 はざる なし。 漁家に あらざる もの 僅かに 三 戸、 



ゆ ふべ の 風に 先ち て 簾 を 越え 来る もの は、 ひ ぐら 

しの 声、 寂々 として 心神 を蕩 す、 之 を 聴く 時自 から 山 

あり、 自 から 水 あり。 家に ありて 自 から 景 致の 裡 にあ 

うち は さう ぜん 

り。 団扇 を 握って 窻 前に 出れば、 既に 声 を 収めて 他方 

に 飛 ベリ。 

(明治 一 一十 六 年 七月) 
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